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【集会の趣旨】 

 昨年7月30日に、当時の井上環境副大臣が突然来町し、塩谷

町にある「寺島入国有林」が放射性指定廃棄物最終処分場の詳

細調査候補地に選定されてから、1年が経過しました。 

 この1年間、我々は計画の「白紙撤回」「特措法基本方針の

見直し」を掲げ、様々な運動を展開して参りました。この間の

塩谷町民及び志を同じくする多くの方々のご努力には、衷心よ

り感謝申し上げます。 

 これまでの環境省の対応は、「塩谷町に最終処分場を造る」

という前提で、市町村長会議、有識者会議、県民向けフォーラ

ム（説明会）などを開催し、しばしば新聞広告なども展開して

きました。これら様々な手続きを積むことで「人々の理解が  

「計画白紙撤回」「特措法基本方針の見直し」 
「詳細調査断固阻止」を再確認し、訴えよう！ 

日 時：平成２７年８月２９日（土） 午前１０時～１２時（予定） 
場 所：塩谷町総合公園多目的運動広場（陸上競技場） 
主 催：塩谷町民指定廃棄物最終処分場反対同盟会 
 

 内容・注意事項等の詳細は、別途改めてご案内致します。 

得られた」という既成事実を無理やり作り上げようとしているとも考えられます。 

 我々は「民意を無視した」これらの環境省の画策に断固反対し、計画の「白紙撤回」を再

度強くアピールし、我々の「危機感」を再度共有するため、この「３,０００人集会」を開

催するものです。 

  ※「指定廃棄物最終処分場詳細調査候補地」選定の「白紙撤回」を目指しましょう！！ 

  ※「指定廃棄物は各都道府県内で処理を行う」ことを定めた「特措法の基本方針」の見直し 

      を要求し続けましょう！！ 

  ※ 環境省が画策している現地「詳細調査」を断固阻止しましょう！！ 
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 去る7月22日(水)環境省職員が町議会

議長への挨拶を目的に来町しました。役

場前には約２５０名が集まり、「断固反

対！」「白紙撤回！」「塩谷の自然を守

れ！」などシュプレヒコールを行い、計

画への強い抗議の意思を表明しました。 

 とても暑い中、ご参集頂いた方々に、

厚く御礼申し上げます。 
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 何故、環境省の「詳細調査」に断固反対するのか？ 
 
 

 町からの質問書に対し、本年1月16日付の環境省からの回答

書には「詳細調査は市町村長会議において確定した選定手法に

おけるプロセスの一環として、必要な対策を検討し、安全面での

支障がないこと、あるいは事業実施の観点から施行が可能なこと

を確認するために行うものです。（中略）有識者会議における評

価等を行った後、最終的な候補地としてご提示できるものと考え

ています。」と記されています。 

 以上のことから、「詳細調査＝最終候補地決定」という環
境省の意図が明らかになっており、詳細調査は「塩谷町に最終処

分場を造るのだ!!」という前提で行われる（いわば手続きの一環）

と考えられるためです。 

 
「指定廃棄物最終処分場詳細調査候補地」選定の「白紙撤回」を断固目指し

ています!! その為にも「指定廃棄物は各都道府県内で処理を行う」ことを

定めた「特措法の基本方針」の見直しを要求し、放射能を拡散させないことを

訴えていきます!! 

（同盟会HP） 


